
アンケートに答えて…

教養は、エネルギーだ。
【4月入学生募集！】

出願期間 第1回募集：平成28年12月1日（木）～平成29年2月28日（火）
第2回募集：平成29年 3月1日（水）～平成29年3月20日（月）

〒514-0061 津市一身田上津部田1234（三重県総合文化センター内）
TEL 059-233-1170

インターネットで資料請求・出願できます！

資料請求専用フリーダイヤル

放送大学 www.ouj.ac.jp
0120-864-600

検索

◆テレビ・ラジオ・インターネットで学べます。
◆入学試験はありません。（大学院博士・修士全科生を除く。）
◆1科目（2単位）11，000円（教材費を含む）から、キャリアアップ（現職教員・看護師・准看護師
の方）、資格取得、生涯学習など目的に応じて、在学期間・科目を選んで学べます。
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●発行／三重大学広報委員会
●編集／三重大学企画総務部総務チーム広報室
●印刷／有限会社アートピア　artopia@ztv.ne.jp
◎禁無断転載　本誌掲載の文章・記事・写真等の無断転載はお断りします。

〒514-8507 津市栗真町屋町1577
TEL 059-231-9789／FAX 059-231-9000
ホームページ　http://www.mie-u.ac.jp/
E-mail　koho@ab.mie-u.ac.jp　　　　　＊ご意見をお寄せください。

三重大学企画総務部総務チーム広報室

●本誌お問い合わせ先●
●広告掲載のご依頼●

編　集　後　記

　「三重大X」をよりよくするために、ぜひアンケートにご協力をお願いします。平成29年3
月31日（金）（当日消印有効）までにアンケートにお答えいただいた方の中から、抽選で5名
に「三重大学ブランド商品詰め合わせ（三重大学カレー2箱、三重大学魚醤「鮭びしお」1
本、三重大学学長飴1袋、三重大学オリジナルバッグ1個）」を、30名に「オリジナル文具
セット（付箋1個、蛍光マーカー（3本入）1個）」をお送りします。どしどしお寄せください。
＊当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

→「三重大学ブランド商品詰め合わせ」、「えっくすくんわくわくシャーペン」をご希望の方は、
巻末の綴じ込みはがきにご感想等必要事項をご記入の上ご投函ください。  三重大学ブランド商品詰め合わせ 三重大学ブランド商品詰め合わせ 三重大学ブランド商品詰め合わせ

抽選で
5名様

抽選で
30名様

オリジナルオリジナル
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vol.8

また年明け早々にフクロウカフェで癒されたのですが、
餌の鼠を食べてる姿を見せられ衝撃的でした。今年は
仕事も地固めをと思っていますが、年明けから衝撃的で
落ち着けるか心配になってきました。頑張ります。（nico）

去年は海外旅行を控え、国内旅行に多くいきまし
た。今年のおみくじは半吉でしたが、旅は遠方に行くと
良いとあったので、久しぶりに海外へ旅立とうと思いま
す。計画するのが楽しみです。（きゃろらいん）

「一年の計は元旦にあり」の諺の如く、本年こそ意義
ある歩みの一年にしたいと考える。それにしても理想と
現実の乖離は年を追うごとに激しくなる。政治・経済・文
化などのいずれも革新性から遠ざかりつつある。（GTO）

お子様の大学選びにはお母様方の助言が大きく左
右されるそうです。ぜひ「えっくす」を読んでいただき大
学選びの参考にしていただければと思います。そして
桜を咲かせてください。来たれ！三重大学へ！（ともぞー）

初めて冊子の編集に携わりました。普段何気なく
読んでいる雑誌などの裏方さんの仕事内容が分かり
新鮮でした！（ヤナ）

巻頭インタビューでは三重大生の若 し々いエネルギーを、「おもしろ先
生」では教員の研究にかける情熱を直に感じました。「えっくす」は単なる
成果報告に留まるのではなく、三重大学のパワーを伝えられる広報誌で
ありたいと思っています。写真は旅行先で見た富士山です。（sumi）

今年は、酉年。「申酉（さるとり）騒ぐ」という格言が
あります。広報室もえっくす冬号の編集が年末年始を
挟み、騒がしい年明けとなりました。今年一年、ケッコ
ーな年になりますように。（北の大地）
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Facebook有限会社アートピア
三重県津市一身田平野182-60 〒514-0111
TEL059-232-3559  FAX059-232-0506  E-mail : artopia@ztv.ne.jp

●ロゴタイプ・シンボルマーク
●会社案内等各種パンフレット　●キャラクター
●ポスター、DM、チラシ等の企画・制作

※第2回募集では、印刷教材の到着時期等が第1回募集と異なりますので、相違点等を
　学生募集要項・ホームページでご確認ください。

●Information／編集後記 歴史街道シリーズ／Series●
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